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従来のイジングマシン

本プロジェクトで開発した
イジングマシン

幅広い組合せ最適化問題に対応できるよう設計されたイジングマシン

特定の組合せ最適化問題を効率的に解けるようにカスタマイズされたイジングマシン

One-hot制約を含む問題

開発フロー

One-hot制約に対応した
探索アルゴリズムの構築

アルゴリズムを効率的に実現する
並列処理アーキテクチャの設計

FPGAへの実装

グラフ頂点彩色問題
ジョブショップスケジューリング問題
・・・

1.

2.



実行環境

ssh
ユーザPC

性能評価＠93頂点5色のグラフ頂点彩色問題

Jupyter notebook上での
実行の様子

One-hot制約に特化した提案アルゴリズムは従来より
も安定して低エネルギー状態に到達

提案アルゴリズムはFPGA・CPU間の性能差が僅か
→ FPGAは追加動作の実装オーバーヘッドが小さい

小型なFPGAであっても高性能CPUに匹敵しうる性能

現状、FPGAマシンは富士通デジタルアニーラやCPU
に性能面で劣る

Ultra96-V2 （FPGA + CPU）

CPU： ハードウェアの設定、データ送受信、実行開始命令
+

FPGA： アニーリング処理の実行
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